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1 はじめに
イギリス U3A(The University of the Third Age)は、勉学、就業に続く「第三」の時期
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としての AIUTA(Association Internationale des Universites du Troisieme Age)が設置
された。
このような国際的動向の中、 1982年のイギリス U3Aの誕生は、運動にひとつの転機をもた














































健康であり、さらに今までの経験から得た知やスキルを多分に有しているのである o Laslett 
は、そのような観点から「サードエイジ」を意味付けるO ゆえに「サードエイジ」は「自己の













(2) ‘Objects and Principles'にみる LaslettのU3A像
Laslettの描いた U3A像を最も具体的かっ端的に表すものとして、彼が1981年に作成した
U3Aの‘Objectsand Principles'があるO これは、現在でも U3Aの全国機関8)が希望者に無
料で配布している U3Aの‘InformationLeaflet' (2002)に、‘OriginalObjects¥‘Original 
Principles'いう名称で全文が掲載されているものであるO 各地の U3Aが活動を実際に組織・
運営する際のたたき台として、最も影響を与えてきたものであると考えられるO
8項目から成る‘Objects'は、次の 2つに大別できる O 第一に、イギリス社会の高齢化の問
題に対処すべく、新しい教育形態を発展させていく必要性について(第 1'"- 3および 6'"'-'8項
目)、第二に、新しい教育形態の具体的あり方について(第4、 5項目)であるO 第二につい
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細に言及されている o 20項目から構成されるが、 U3A設立のための実践的なマニュアル
‘U3A DIy，gJでは‘GuidingPrinciples'として 3項目に集約されているO 第 1項目では、「教
える人は学びもし、学ぶ人は教えもする」ことが述べられ、「教授Cinstruction)J活動以外










では、 Laslettの提起した U3A像は、実際の U3A活動にどの程度具現されているのだろう
か。以上の 4点を念頭に置きつつ、 U3Aの学習活動の実態をみていきたl¥0 
4 U3Aにおける学習活動の実態
U3Aにおいて、メンバーが自分の関心のある活動を日常的に行うためのグループは、
Study Group (あるいは InterestGroup)と呼ばれるO 各地域の U3Aはそれぞれ、主として













WEAおよび U3Aの学習活動の実態を知る手がかりとしては、次の資料を用いるo WEA 
については、 2002年12月4日時点での WEAのホームページおよび WEAの提供する各種資
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出典全国機関の発行する‘InformationLeaflet 0: Introduction to U3A、2:Objects and Princi-
ples、5:The Third Age Trust)' (2002)、全国機関のホームページ (2002年11月26日時点)
より、筆者作成。
注 NEC (National Exective Committee) :全国機関の運営委員会。 SubjectNetwork :各U3Aの
Study Groupの学習内容別全国ネットワーク o Regional Network : U3Aの地域別ネットワー
ク。 Committee:各U3Aの運営委員会。















対象者 対象者の規定 ターゲットを絞る場合と フルタイムの仕事を終えた
規定 絞らない場合がある 人が主流
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対象者 平均年齢 約53歳 約70.6歳
属性
男女比 確認できず 約 3: 7 
人種・民族 ターゲットとして設定さ 白人約96%
れる場合がある
組織概要 学習活動の期間 短期(1 "-'3ヶ月程度) -長期(1年程度)が主流
が主流 -特に設定していない場合
もある








学習内容 上位3項目 ①「美術」 ①「語学」
②「社会・歴史」 ②「文学・哲学」
③「文学・哲学」 ③「美術」




学習活動 資格・学位・単位の付 行う場合もある(全体の 行わない
方針 与の有無 約20%)
「教える人」の位置付 Tutorには専門性が要 メンノくーの中から Group
Ij 求され、学習者と明確に Leaderを決める
区別される
コース/グループの運 学習者 (Student)の意 Group Leaderがどのよう




WEAの学習活動は、 3種類のプログラムから成っているo General Programme (全体の
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12ヶ月の聞に 2つ以上の StudyGroupに関わっている人は全体の約65%であり、 5つ以上の
人も全体の約11%にのぼる O 筆者のインタビュー対象者に関しても、たとえばRogerCloet 






いるのは特徴的である加。この理由についてAudreyCloet (Bath U3A)やBarbaraMegson 
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④ 学習活動の場
WEAの学習活動は、地域の学校や大学、およびコミュニティーセンターなどの施設を中心









るが、全体として WEAの方がその数は若干多いといえるO たとえば、 WEAのLiverpoo1支
部では、 1999年から2000年の聞に、ひとつの学習コースに平均17人の学習者が参加したことが
報告されているO また、‘Annua1Review' (2000-2001)では、 28人 (theIs1e of Wight)、24
人 (theSouth Eastern District)、41人 (Suffo1k)が各々の地域史の学習コースに参加した
という報告もあるO これに対し U3Aでは、管見の限り、 10人前後のグループが主流であると














































けられていた。 AudreyCloet (Bath U3A)によると、このような活動は、同じ興味・関心
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るO 他方、 U3Aでは、「学習の達成をはかることはしない」こと、 it、かなる形態の資格や単
位も付与しない」ことが学習活動の基本方針として明確に掲げられている 34)0 これについて




は、 Tutorとともに、何をどのように学ぶかについての詳細を決定する権利である O また、
コースの間も随時それを修正し、発展させる作業に関わっていく 3ヘだが、彼らの立場は、
Tutorのそれと明確に区別されている o Tutorと学習者が共同で学習場面を作り上げていく





他方、 U3Aでは、 StudyGroupの運営を中心的に担う人を、 GroupLeaderと呼ぶことが
多い38)0 WEAと大きく異なる点は、彼らが「学ぶ人」でもあるメンバー自身であり、彼らが
「教える人」となるための基準が明確に設定されていない点であるO
ゆえに、 GroupLeaderに期待される役割は各U3Aによって異なる 39)0 Len Street (Lea 






























員会 (TheGroup Leader Support Group)の名称を U3ALearning Support Groupに変更
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Group Leaderの不足が問題になっていることからも、自分の意見を生かして活動をっくりあ
げるというレベルの能動性を、必ずしもすべてのメンバーが自覚し、発揮しているわけではな












④)が挙げられる O これらは、 Laslett構想で提起されていたことと合致しており、明らかに
その影響を受けた部分であるといえるO また、これらの点がすべての U3Aにおいて徹底され
ていることは、それがすべての U3Aにおいて学習活動をっくり上げる際の基盤となっている
ことを示しているといえるO すなわち、 Laslett構想、におけるこれらの点は、 U3Aの学習活動
を特徴付ける最たるものとしてメンバーに理解され、活動に反映されていると考えられる O







以上をみると、 Laslett構想と一致する部分は、 U3Aの学習活動全体の特性として、 WEA
のようなほかの学習組織との違いを生じさせているといえる O 他方、異なる部分は、あくまで
も全体的な傾向性として異なることを示すものであるため、各地域の U3A間で違いがあるも




せて十分に検討することができなかったc この点;二関 J ても、 Laslett構想、のさらなる分析と
ともに今後の課題であるO
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1)イギリス U3Aの全国機関のホームページ (http://www.u3a.org.uk/)より O
2) Sheffield， M.， Third αge-Second youth， The University 0/ the Third Age， BBC Open University 
Production Centre， 1984， p.40 
3) Swindell， R.， and Thompson， J.， International Perspective on the U3A， Educαtionαl 
Gerontology， 21，1995， pp. 431-432. 
4) Swindell， R.， and Thompson， J.，前掲論文、 pp.429-4470
5) Laslettは、 1977年には既に、イギリス社会の高齢化に関する論文‘Inan Ageing Wor1d' (New 
Society， 27)の中で、高齢者に教育機会を提供する建設的な試みとしてフランス U3Aに言及している。
6) Laslett， P.，前掲書、 pp.171-172 (第二版、 pp.218-220)。
7)同前、 p.172(第二版、 p.220))。
8) The Third Age Trustと呼ばれ、各U3Aの活動を活性化させる媒体としての役割を果たす。
9) 1982年から再版を重ねていたが現在は発行されていなl¥。本論で参照したのは1982年の初版。
10) WEAのホームページ http://www.wea.org.uk。各種資料は、‘AnnualReport 2002¥‘WEAjU3A 
Joint Paper' (2002)なと、。
11)同調査は、教育技能省 (Departmentfor Education and Skills: DfES)の助成を受け、 100のU3A、
3，034人の U3Aメンバーからの回答を得た実態調査であるO




13)本論で参照するインタビュー記録は、イギリス U3Aの全国的な運動に寄与してきた、 AudreyCloet 
(Bath U3A)， Roger Cloet (同)， Keith Richards (North London U3A)， Jean Thompson (Reading 
U3A)， Barbara Megson (Cambridge U3A)の5名を対象としたものである。




















25)無料のコースとしては、 1日のみのコースや WEAのスタッフ養成コース、 CommunityLearning 
のプログラムにおけるコースなどが挙げられる。他方、本格的なスキルを身に付けるためのコースでは、
多額の費用が必要である O たとえば、 14ヶ月のカウンセリング養成コース (Devon)でのコース費用は、
-104-
生津:イギリス U3A(The University of the Third Age)の理念と実態に関する一考察
924ポンドであるO
26)メンバーに要求されるのは、 U3Aメンバーであるための年会費である o 12ポンドから20ポンドが主
流とされる (TheThird Age Trust， Introduction to U3A， The Third Age Trust， 2002)。
27)筆者のホームページ調査によると、ホームページにおいて StudyGroupの活動内容を掲載している









33) WEA， WEAjU3A Joint Pαper， WEA， 2002. 
34)また、ホームページ上でこの点を明記している U3A数も、 71のサンプル中、 28にのぼっている O
35)生津、前掲報告書、 p.260
36) WEA， Whαt the WEA Stαnds for， WEA， 2001， p.4. 
37) WEA， WEAjU3A Joint Pαper， WEA， 2002. 
38)筆者のホームページ調査では、そのような人々の位置付けを確認できた39のU3Aのうち、 28の
U3AがGroupLeaderという呼称を用いていた。その他には、 Co-ordinator(サンプル39中10)、





40) The Third Age Trust， Stαrt-Up Leαjlet : U3A Voices， The Third Age Trust， 2001， pp. 3-4. 
41) The Third Age Trust， Sources， No. 6など。
42) The Third Age Trust， Sources， No. 16， 2002。
43)だが、第三章でみたように、メンバーの規定は各々の U3Aによって異なっていた。これは、各々の
U3Aにおいて「サードエイジ」がどのように定義されているかによるものだと考えられる。より詳細
な検討は今後の課題としたい。
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